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１．はじめに 

 鋼橋の耐久性損失の主な要因として，「鋼材の腐食」が挙げられる．多主桁においては，鋼桁下フランジお

よび鋼桁間の部材に腐食の進行が見られやすい．これは，腐食促進因子である飛来塩分・排気ガス等が鋼桁に

付着した場合，鋼桁下フランジおよび鋼桁間においては，雨水による洗浄効果が乏しい事が原因の 1つである

と考えられる．これに対して，鋼桁間に防護板を設置し擬似的な箱形状とすることで，腐食促進因子の鋼桁間

への侵入を防ぐ対策例が紹介 1)2)されている．参考文献 2)で提案されている FRP 製の防護板は,歩行に十分な

耐荷力と腐食に対する高い耐久性を有している．そのため,FRP 防護板を採用することで図-2 に示すように

LCCの削減および維持管理性能の飛躍的な向上に寄与するものと考えられる．本稿では，鋼桁間に FRP防護

板を設置した橋梁における，鋼桁間の環境調査の報告及び今後の展望について述べる． 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＦＲＰ防護板内・外面の環境調査 

 FRP防護板を採用した橋梁は，沖縄県中部に位置する国頭郡恩納村に新設された「沖縄科学技術大学院大学」

キャンパス内に位置している．架橋地点は海岸線より約 700mの丘陵地帯に位置しており，桁下から飛来塩分

の進入を受けやすい環境と言える．構造形式は単純 2 主鋼床版箱桁橋の塗装仕様（C-5 系）であり，平成 22

年 10月に架設されている． 

FRP 防護板は図-3 に示すように,主桁の下フランジにスタッドを溶殖し設置する構造としており,接合部か

らの飛来塩分の流入を防止するため,下フランジと FRP防護板間にはシールスポンジを敷設している． 

 当該橋梁の環境調査は平成 23年 4月より開始している．調査項目としては(1)「ガーゼ法を用いた飛来塩分

量の測定」(2)「温湿度計を用いた環境調査」(3)「軽量小型の耐鋼性鋼板センサーによる錆速度計測」を行っ

ている．各々の計測機器はＦＲＰ防護板内及び鋼桁内・外にも設置して，FRP防護板内の環境改善効果につい

て比較検証を行っている． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の検査路→目視による維持管理

雨水による塩分洗浄効果が無い→腐食が進行

飛来塩分 飛来塩分

図-1 概念図（その１） 
 ：内面塗装

：外面塗装

キーワード FRP防護板の内面、外面の環境（温湿度、塩分、腐食速度）、台風来襲時の状況（内部の塩分、構造安定性） 
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　　　　桁間にFRP防護パネルを設置
⇒飛来塩分の浸入を防止することが可能
⇒桁間の歩行が自由となり維持管理が容易

桁間を内面塗装に変更⇒塗り替え不要

図-2 概念図（その２） 
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写真-1 FRP 防護板設置状況 

耐候性鋼板センサーガーゼ 

写真-2 鋼桁間の機器設置状況 写真-3 鋼桁内の機器設置状況 
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土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-329-

 

Ⅰ-165

 



３．環境調査結果 

図-3に毎月の飛来塩分量の測定結果を示す．当初，FRP防護板については鋼桁間にのみ設置を行っており，

桁端部から飛来塩分が侵入できる状況であった.そのため，端部 0m地点においては毎月 0.020mdd程度の飛来

塩分量が測定されていた．8月期以降は桁端部をブルーシートで覆った状態で測定を行っており，端部 0m地

点においても 0.004mdd程度に飛来塩分量が抑えられている．鋼桁内でも同程度に飛来塩分量が測定されてい

ることから，接合部等からの飛来塩分の流入は十分に防止されていると考えられる． 

また，測定期間中においては，最大瞬間風速 50m/sを超える大型の台風が，6月～9月にかけて架橋地点に

数回接近している．台風通過後の 10月期以降も遮断内飛来塩分量は，0.004mdd～0.005mddと台風通過前と同

程度の値を示していることから、台風時の飛来塩分の遮断性についても十分の性能を示している。そのことか

ら,台風通過時の風荷重に対しても FRP防護板接合部の性能は確保されるものと考えられる．  

 図-4,5 に温湿度の計測結果，および図-6 に計測した温湿度から算出した毎月の濡れ時間割合を示す．FRP

防護板内と鋼桁内での環境を比較した場合， FRP 防護板内の方が気温は高く，濡れ時間割合は鋼桁内に比べ

低いことが分かる．これは，鋼と比較して FRP の熱伝導率は低く，FRP 防護板内の環境が安定しているため

であると考えられる．  

 耐鋼性鋼板センサーによる錆速度計測については，今後所定の設置期間が経過した後に，参考文献 4)等に

示される腐食量の経年予測式を用いて FRP防護板内の腐食環境評価を行うこととする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 FRP防護板で鋼桁間および端部を塞くごとで，飛来塩分の鋼桁間への流入を適切に防ぐとともに，腐食環境

の改善にも有効であることが確認された．今後は耐鋼性鋼板センサーの暴露試験結果により FRP パネル内の

腐食環境を定量的に評価していく． 

また，FRP防護板は作業者が歩行する上で十分な耐荷力を有していることから，耐荷力実験等により接合部

の強度評価を定量的に行い，更なる構造改善へ向けて検討を行っていく． 
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図-3 飛来塩分量 

図-6 濡れ時間割合 

図-4 平均温度 

図-5 平均湿度 
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